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名古屋大学におけるコロナ対策

情報発信

コロナ対応に関する情報へのリンクを1元管理

その中に「情報基盤を活用した新型コロナウイルス（
COVID-19）対応について」へのリンク

2



情報基盤を活用した新型コロナウイルスCOVID-19）対応について
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オンライン講義支援・オンラインビデオ会議・オンライン
ストレージ・オンラインによる文章等の協働作成・チャッ
トコミュニケーションツール等に関する情報を掲載



大学全体としての方針

オンライン学習と実講義の併用で，登校学生数を抑制

講義実施のモデルシナリオを策定

例) 学生を2群に分け「自主学習」「実講義」を隔週で実施

シナリオ外の講義実施も可．最終判断は教員に委ねる

体育，実験科目，少人数のグループワーク等
... 感染防止措置を講じ，実講義として実施も可
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各講義の実施形態等を学生に周知 初回は実講義とし，受講方法のガイダンス等を実施

日時を指定して手渡し



名大における講義実施の基本的考え
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情報基盤センターの取り組み （概ね時間順）

【初期対応としての情報発信】

3/10に特設Webページを開設

学内外のツール，サービスを簡単に紹介

【学内業務支援】

Microsoft Teamsの利用を一部解禁

（これまでは利用を制限してきたが，一部制限を解除）

【教育支援】

LMS（NUCT）に関するシステム増強，臨時講習会の実施

Zoom等の利用法等に関する情報発信
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本スライド以降は大学全体を踏まえた上での



教育支援：基本方針の確認

オンラインビデオ講義の「全面的な導入」は，現実的でない

LMSの性能，ネットワーク帯域等が足りない

教員のリテラシが不揃い

学生（とくに下宿学生）の通信環境が保証されない

基本方針：

技術的に先走らず，学生・教員に負担をかけないこと

基本ナレーション付きPowerPoint資料の準備を広く依頼

オプション MS Teams / Zoom等の利用環境も整備
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名古屋大学におけるLMS – Sakaiの利用

SakaiをベースとしたLMS

2010年度からサービスイン

オープンソースコード 名大向けに自社内でカスタマイズ

紙で提出されたレポートもOCR機能などによる取り込み可
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教育支援：LMSの増強・活用

NUCT ... 名古屋大で稼働する SakaiベースのLMS

システムの増強
Sakaiバージョンアップ（以前より計画，Sakai 12に）

負荷分散装置（IPCOM）の増強

負荷テストの実施，性能検証，バックアッププランの準備

運用の拡充
大学院講義の全登録

自習環境の構築（オンライン教材拡充，練習用LMS設置）

臨時講習会の開催（高等教育研究センターとの連携）
オンライン（382名参加）＋３中継会場（37+22+18名）

著作権に関する事項，良いコンテンツ作成のtips等も紹介
9



LMSにおける教材作成の注意
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LMSの活用
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名大高等教育センターからのサポート (中島先生)

遠隔講義コンテンツを作成する上でのTIPS

普段の講義とは何が違うかを伝授
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教育支援：Zoomの利用環境整備，情報発信

Zoom社「マナトメ」プログラムに申請

nagoya-u.ac.jpアカウントの 40分制限を解除

大規模・ウェビナー対応アカウントを200名分確保

100名超の講義担当者は...

– 学内フォームで利用申請

– 招待メールからサインアップ

利用の手引（教員向け，学生向け）を整備予定

一部の端末室にZoom等のクライアントを導入検討

（PCを持たない学生の救済手段）
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学内業務支援（主として３月前半）

これまでは... Microsoft Teamsの学内利用を制限
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強力過ぎる検索機能

運用負荷の制御が困難

人事部門との連携作業半ば

業務体系との整合性の問題

愛知県では，早い時期からコロナ感染が拡大

「迅速・確実なコミュニケーション手段 (ビデオ会議等) 」へのニーズ

教職員に限定し，申請ベースでTeamsの利用を解禁

オンライン講義への利用も検討 / いくつかの問題点

運用リスクとオーバヘッドを考え代替サービス利用も視野

既導入設備との整合性



見えてきた課題

学生環境の多様性への対応が困難

名大はPC必携化を未実施．PCを持たない学生も存在

学生自宅（下宿先）での通信回線の問題

有事に備えた教員教育が重要

「LMSを使ったことのない教員」も少なからず存在

無料利用が可能なサービスも，意外と知られていない

手続きの機動性と限界

少し規模が大きくなると，「契約」「調達」に時間がかかる

非常時には「裁量の拡大」を許す仕組みが必須

15



過去の調査における自宅等でのネットワーク回線

モバイル回線しか有しない学生の存在

ライブで講義を配信した場合に「パケ死」の可能性
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平成30年の調査 回収率が36.9%であり統計値に偏りがある可能性があることに留意



サポート体制の確立

3つのプレイヤー (それぞれにIT/遠隔講義等に不慣れな方の
存在）

学生

教員

事務職員

それぞれのプレイヤーに対するサポート体制

必要とされるサポートのレベルの多様性

遠隔教授法、コンテンツ作成、ネットワーク/PCなどのデバ
イス、ツールの操作法など、多種多様

情報系大学院生の積極的活用も一つの解
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これからの取組み
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PC必携化の取組を加速
学内外でのネットワーク足回り強化
オンライン講義の利用を常態に

先行大学の知見を学ぶ

ユーザサポート体制の充実
「超初心者」にも向き合う必要がある
どこまでを大学の業務と位置づけるか

大学生協との連携

クラウド戦略の見直し
緊急事態を視野に入れた戦略を
リスク対応に，どれだけコストをかけるか

経営的視点の導入

学内教育用コンテンツの整備
FD教育，ガイダンス等への積極的な関与
自学用コンテンツの充実，公開

高等教育研究
センター等との連携


